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渡邊邦夫,半 谷吾郎,張 鵬,郷 もえ,澤 田晶子,大 谷洋介
人為的影響 の少ない環境にすむ、野生のニホンザル が、自然環境か ら受ける影響に着 目しなが ら、個体群生態学、
採食生態学、行動生態学な どの観点から、研究を進めている。
屋久島の瀬切川上流域では、森林伐採 と果実の豊 凶の年変動がニホンザル個体群 に与える影響 を明 らかにする目
的で、 「ヤクザル調査隊」 とい う学生な どのボランティアからなる調査グループを組織 し、1998年以来調査を継続
してい る。今年 も夏季に一斉調査を行 って、人 口学的資料 を集 めた。この資料 を基に、ヒ トリザル の密度 と、その
地域変異 ・地理変異について分析 した。 また、サル ・シカ と、 ヒルの分布 との関係について分析 した。
屋久島海岸部では、野生ニホンザルのキノコ食 の多様性 と行動パターンについて研究 を行 った。また、群れに所
属するオスが一時的に群れを離れ る行動について研究 した。
小豆島のニホンザル の社会交渉についての研究を行 った。
B)ニホンザル と同所的に生息す る生物 との関係
半谷吾郎,澤 田晶子,濱 田飛鳥
屋久島で、ニホンザル と同所的に生息する生物 との関係 について研 究を行った。イチジクの仲間であるアコウの











霊長類研究所の屋外放飼場 に飼育 されているニホ ンザルを対象 に、遊動 のメカニズムについての研究を行った。
F)野生チ ンパ ンジー とボノボの研究
橋本千絵,伊 左治美奈
ウガンダ共和国カ リンズ森林、コンゴ民主共和国ワンバ地 区で、それぞれチンパ ンジー とボノボの社会学的 ・生
態学的研究 を行った。チンパンジーの遊動や行動のデータをとるとともに、定量的な植生調査や果実量調査を平行
して行い、チンパ ンジーの行動や社会関係 が環境か らどのよ うな影響を受けているか とい う点に注 目して、研究 を
行っている。
G)東南アジア熱帯林の霊長類の社会生態学的研究
渡邊邦夫,半 谷吾郎,松 田一希,大 谷洋介
イン ドネシア ・中部スラウェシにおいて、トンケア ンマカクとヘ ックモンキー問の種 問雑種の繁殖 についての継
続観察をお こなっている。マ レーシア領 ボルネオ島・サバ州のダナムバ レー森林保護区では、昼行性霊長類5種 の
共存の生態学的メカニズムを明 らかにするため、密度セ ンサス、行動観察による食性や遊動の調査を行った。今年
度は、レッ ドリーフモ ンキーに着 目し、その食性 についての分析を行った。マ レーシアサバ州のスカウで、行動観
察 とセ ンサスをもとに、テングザルの生態や社会構造についての研 究を行った。スカ ウでは、ブタオザル の社会生
態についての予備的調査を行った。
H)カ リンズ森林保護 区に棲 息す る野生霊長類の寄生虫の研究
江島俊,橋 本千絵,古 市剛史(社 会進化分野),岡本宗裕(人 類進化モデル研究センター)
野生霊長類 が同所的に棲息するウガンダ共和国カ リンズ森林保護 区で、宿主 と寄生虫の関係 を理解すべ く寄生虫
学的調査を行った。6種 の昼行性野生霊長類 を対象 とし、糞サンプル を採集 した。サ ンプルは現地で解析 を行い、
虫卵観察 と虫卵数測定を実施 した。またDNA解 析用 として70%エタノール にサンプルを保存 し日本へ持ち帰った。
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総説
1)松 田一希(2011)テングザルか ら紐解 くコロブス亜科の多様 な生態 と社会.
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報 告
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講 演
1)半 谷 吾郎(2011)サル の数 を決 め る もの 一屋 久 島の ニホ ンザル の垂 直分布 と社会 変動.日 本 生態 学会 第59回
大 会.第5回 日本 生態 学会 大 島賞受 賞講 演.
2)渡 邊邦 夫(2011/ll/03)東南 ア ジア 島喧部 のサル:そ の特 徴 と種 分 化 、人 とのか かわ り.第6回 人類 学 関連 学 会
協議 会合 同シ ンポ ジ ウム.沖 縄 県 立博物館 ・美術館.
社会進化分野
<研 究概要>
A)コンゴ民主共和国戦時下の森林の破壊 とボノボ個体群 におよぼす影響 についての研究
古市剛史,JNackoney
1990年代初頭か らの政治的混乱 と、それに続 く2度 の戦争によ り、1973年以来野生ボノボ(Pαηpαη'3c〃3)の研
究を続けてきた赤道州ルオー学術保護区の森林 とそ こに住む野生動物は、大 きなダメージを受 けた。この間の森林
破壊 の進行 とボノボ個体群におよぼす影響 を確かめるため、NASAの提供する衛星画像 を用いて、1990年、2000
年、2005年の3つ の時期における森林の状況を比較分析 した。その結果、1990-2000年の時期に伐採地の面積 が約
3倍になっていること、またその多 くが、道路か ら離れた森林の奥深 くに点在す る小 さな伐採地であることがわか
った。すなわちこの期間、森 に逃げ込んだ住民が家族単位 の小 さな家 とキャッサバ畑を作って生活 し、森林が蜂の
巣状 になっていたことが確 かめ られ た。森の奥に散在する小 さな居住地には役人や他の住民の 目も届かず、ボノボ
などの保護獣 を含 めた狩猟は自由に行 うことができる。一見大きな破壊を受けていないよ うに見えなが らも大型ほ
乳類 がほ とん どいない"emptyfbrest"形成のメカニズムのひとっが、本研究によって確かめ られた。
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